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令和５年度肱川渇水情報連絡会（第３回）における協議結果について 

～ 堆砂容量内の貯留水を活用します ～ 
 

肱川流域では小雨傾向が続き、鹿野川ダム流域では、9月の降水量が 60mm（平年比 25%）、

10 月の降水量が 30 日迄で 20mm（平年比 13%）となっています。鹿野川ダムの貯水量が低下し、

河川環境容量がまもなく 0%になる状況を踏まえ、10 月 31 日に令和５年度肱川渇水情報連絡会

（第３回）を開催しました。会議で協議した結果につきましてお知らせします。 

 

○ 肱川渇水情報連絡会（第３回）での協議結果 

・鹿野川ダムの河川環境容量は 11 月 1 日に０％となる見込みです。 

・肱川の利水者である大洲市より、市内の水利用や環境の保持を踏まえ、河川管理者に対し

堆砂容量内貯留水の活用について 10 月 24 日付けで要望がありました。 

・これを受けて、河川管理者は堆砂容量内の貯留水の活用を決定しました。 

・今後、補給による水位低下に伴い、鹿野川ダムの補給量は減少していくため、水質や生物

調査など渇水による影響調査の強化を図り、結果については速やかに公表します。 

 

流域の住民の皆様におかれましては、節水へのご協力をお願い致します。 
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